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月の科学と探査
コンビーナ:長岡 央(早稲田大学理工学術院総合研究所)、諸田 智克(名古屋大学大学院環境学研究科)、西野 真木
(名古屋大学宇宙地球環境研究所、共同)、鹿山 雅裕(東北大学大学院理学研究科地学専攻)
2018年5月23日(水) 17:15 〜 18:30  ポスター会場 (幕張メッセ国際展示場 7ホール)
月周回衛星「かぐや（SELENE）」によりもたらされた月の物理・化学・地質データは月科学における基準データ
となり、現在もそれらのデータ解析により月に関する新たな知見が次々と報告されている。また
LRO、GRAIL、LADEEやChang&rsquo;e3といった海外ミッションも新たな成果を生み出している。それと並行し
て、現在日本を含め世界各国では、着陸探査を含めた次期月探査計画の検討が精力的に進められている。本
セッションでは新しい月科学の構築に向けて、月探査データを用いた研究成果の報告、SLIM計画を含む将来の月
探査計画に関する議論、今後の探査データの解析に向けた提案、関連する理論や実験，試料分析の結果、搭載機
器開発など、月科学に関する発表を広く受け入れる。
 

 

熱史計算と整合的な月ダイナモ進化モデルの構築
*兵藤 史1、高橋 太1、金嶋 聰1、清水 久芳2、綱川 秀夫3 (1.九州大学、2.東京大学地震研究所、3.東京工業大学)
キーワード：月のダイナモ、月の磁場、熱史、組成対流、内核成長
 
月のコアは，地球のような鉄合金からなる．月が地質学的な時間にわたって冷却されるにつれて，固体の内核は
ある時期に成長し始めた．地震学的観測によると，現在の内核半径は，外核半径に対して0.7から0.75であるよう
だ(Weber et al., 2011)．現在，月には地球のような固有磁場は存在していない．その理由は，内核成長による外
核の厚さの減少が，月のダイナモを維持するのに十分ではないからだろう．古磁気の測定は，少なくとも42.5億
年前～35.6億年前の間，現在の地球の表面磁場と同程度の磁場が月に存在していたことを明らかにしている（
Weiss et al., 2014）． 
 
過去の月のダイナモ進化の歴史を研究するために，内核の大きさを変化させる数値的ダイナモモデルを用い
る．モデリング手順では，パラメータ空間でコア進化曲線をトレースするために，いくつかの無次元パラメータ
を適切に選択しなければならない．これを行うために，コアの化学組成を Fe-FeS系と仮定し， Scheinberg et al.
(2015)による2層モデルを用いて熱史を計算する．このモデルを用いて， CMB（コア-マントル境界） heat
fluxとコア内の初期硫黄濃度に関してパラメータ調査を行い，地震学的観測と比較して内核の妥当な大きさをもた
らすパラメータの範囲を発見する（図1）． 
 
次に，数値ダイナモシミュレーションの入力パラメータとして使用されるエクマン数とレイリー数を，内核半径
の関数，あるいは外核半径に対する内核半径の比として計算する．ここでは，軽元素の放出によって引き起こさ
れる組成対流が主にダイナモを駆動している，内核固化後の期間に焦点を当てる．よって， ICB（内核-外核境
界）上の mass fluxを用いてレイリー数を定義する．ある年齢における，時間に依存した ICB mass fluxは，内核
半径および熱史計算から与えられる．熱史計算の指標を用いて，最終的にエクマン数とレイリー数に関するコア
進化曲線を描く．現在の結果は，月ダイナモモデルを構築するための基準曲線を提供する．月のダイナモ進化を
調べるために,我々はこの曲線に沿ってダイナモシミュレーションを行い，そして発表で予備調査結果を報告す
る．


